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一 現 代 に お け る恋 愛 と性 に 関 す る事 例 調 査 を 中 心 に 一

‐acaseexaminationofpresent -daylove&sex‐

小 野 宏 明

1目 的 ・展 開

現代の日本において恋愛や性 に関する問題は欧米の諸外国に比べてまだ

まだタブーとされており、公衆の面前で話をされることは少なく、稀であ

る。仮に話をされることがあるとしても、主として異性愛(ヘ テロセクシュ

アル)を 中心として展開される。 しかし恋愛や性の形は決 して1っ ではな

い。恋愛や性について語るとき、近年注目されている同性愛(ホ モセクシュ

アル)の 問題を抜きに考えることは出来ない。そこで私は 「現代における

恋愛と性」をテーマとし、なかで も特に同性愛に注目し、異性愛との実証

的な比較研究を中心 として本論文のテーマを明 らかにする事を目的とした。

本論文を展開するにあたり、 まず同性愛 というものがどういったもので

あるのかを明確にする必要がある。そのために過去、 日本において同性愛

とはどのようなものであったか、 日本の社会の中でどういった位置づけに

あったのか、それが現代ではどのように状況が変化 したのかといったこと

を述べている。そ してそれを明確に打ち出した上で、具体的に現在では同

性愛者と異性愛者ではその行動や考え、そしてイメージなどにどのような

違いもしくは類似点が見 られるのかといった疑問点を、理論を交えて2通

りの調査(質 問紙、ライフヒス トリー)の 結果をもとに考察 し、最終的に

結論とした。
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II日 本における同性愛の背景

日本では男性同士の性愛のことを古 くは 「男色」と呼び、仏門 ・武士 ・

町人 ・公卿などあらゆる階級に男色があったという実態の記録が数多く残

されている。 また階級のみならず、時代にっいてもさまざまな記録があり、

その階級や時代についての男色を知ることができる。そしてこれ ら数多く

の文献から、古 くから日本において男色がさかんに行われていたというこ

とを知 ることができる。

同性愛の背景に関 しては、

1.明 治時代以前、特に江戸 ・戦国時代の男色にっいて

2.明 治時代以降か ら現代における同性愛の状況

の2点 にっいて述べている。

これらから、日本においても男性同士の同性愛嗜好がごく一般的に、男

女の性愛 と同じく扱われていた時代があり、 この男性の同性愛嗜好 は明治

時代まで受け継がれ、ごく最近まで日本でも同性愛 は一般的であったとい

う事実が解る。 しか し現在日本では同性愛者に対 して罰則こそ無いものの、

同性同士のカップルではどちらかが死亡したときも 「婚姻関係」ではない

ので相続権がないなど、法的に何 も保証がないという現状があり、過去 と

違 って現代の同性愛者の立場は非常に厳 しいと言える。

なお 「補足」として日本 と違 ってデンマークと並び、現在世界で最 も同

性愛に対 して リベラルに開かれ、同性愛 も異性愛 も法的に同じ立場にある

オランダの同性愛の歴史にっいて記 した。

皿 調査の方法 と内容

本論文の作成するにあたり、質問紙と聞き取 りの2っ の調査を行った。

2っ の調査を実施 した理由は、質問紙調査法と聞き取 り調査法、それぞれ

の長所を生かすことで、論文のテーマをより詳 しく調べることが可能にな
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る と考 え た か らで あ る。

質 問紙 調 査 で は ホ モ セ ク シュ ア ル とヘ テ ロセ ク シ ュア ル の 差 異 、 類 似 点

を 見 い だ し、 そ こ か らホ モ セ ク シ ュア ル の特 徴 を ピ ック ア ッ プ した 。 な お

本 調 査 で は、 セ ク シ ュ ア リテ ィな ど 隠 れ た母 集 団 を 対 象 とす る と きに 最 も

有 効 的 な抽 出法 で あ る 「Snowballsampling」 を行 った。 質 問 紙 は、 お お

む ね 『セ ック ス ・イ ン ・ア メ リカ』 の性 動 向調 査 質 問 票 を も とに 日本 に適

した質 問 を選 別 し、 な おか っ ホ モ セ ク シ ュア ル とヘ テ ロセ ク シ ュア ル の類

似 と差 異 を見 いだ す と い うこ と を 目 的 に質 問項 目 を選 別 し、本 調 査 に つ い

て足 りな い と思 われ る項 目 につ い て は そ れ を補 う質 問 を加 え て 作成 した。

質 問 に対 す る回 答 は ほ ぼ選 択 式 で あ る。 調 査 対 象者 は近 畿 地 方 在 住 の18歳

以 上 の男 女 で、 ホ モ セ ク シ ュ ア ル の方 に関 して は大 阪 にあ るゲ イ グルー プ ・

レズ ビア ング ル ー プ に多 大 な る協 力 を賜 った。

ま た 聞 き取 り調 査 で は、 中 央 大 学 文 学 部 社 会 学 科 ・矢 島 ゼ ミナ ー ル 同性

愛 調 査 研 究 会 に よ る 『同 性 愛 者 の ラ イ フ ヒス トリー』 を参 考 に調 査 対 象 を

個 人 に絞 り、 ライ フ ヒス トリー を詳 し く調 べ た。

こ こで は成 長 段 階 の中 で いっ 頃 自 己 の性 的嗜 好 に気 づ い た か、 そ の契 機

とプ ロセ ス、 気 づ い た こ と に よ る悩 みが あ った か ど うか と い う心 理 過 程 、

い っ 頃恋 人 及 びパ ー トナ ーが で き たか 、 性 行 為 を行 った か、 それ は ど の よ

うな性 行 為 だ っ たか 、 性 行 為 を した人 が 複 数 な らば そ の人 達 と の関 係 、 な

どの ライ フ ヒス トリーを 調 べ た。 調 査 の際 、 会 話 の す べ て を テ ー プ に録 音

して お き、 調 査 終 了 後 、 ま と め た ラ イ フ ヒス トリー を被 験 者 の方 に点 検 し

て い た だ き、 必 要 が あれ ば 修 正 ・加 筆 ・削 除 を して い た だ い た。 な お会 話

を録 音 した テ ー プ は プ ラ イバ シ ー確 保 の た め被 験 者 の方 に お渡 し した。

調 査 対 象 者 は、 自 己の セ ク シ ュ ア リテ ィを確 立 して い る男 女 と した。

rv調 査結果の分析

まず質問紙調査は質問は大きく3っ
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A.基 本 的 属性

B.恋 愛 と性 に関 す る質 問

C.男 女 の性 度

に分 か れ、 主 に 「恋 愛 と性 に関 す る質 問」 「男 女 の性 度 」 で ホ モ セ ク シ ュ

ア ル とヘ テ ロセ ク シ ュア ル の差 異 、 類 似 、 そ して ホ モ セ ク シ ュア ル の特 徴

を見 い だ して い き、3つ の仮 説 と3つ の 見解 の検 証 を行 った。 こ こで は仮

説 の検 証 の み を記 す こ とにす る。

仮 説 と検 証 結 果 は以 下 の通 りで あ る。

〈仮 説>

1.ヘ テ ロセ ク シュ ア ル は モ ノ ガ ミー 指 向 の 人 が多 く、 ホ モ セ ク シ ュア ル

は ポ リガ ミー指 向 の人 が 多 い(注)。

2.同 性 愛 の関 係 は身 体 の関 係 か ら始 ま る こ とが多 い。

3.男 性 同性 愛 者 に は女 性 的 な人 が 多 い。

〈仮 説 の検 証>

1.実 証 され うる。

2.実 証 され うる。

3.傾 向 は見 られ るが 、 限 定 はで きな い。

質 問 紙 調 査 で は、 セ ク シ ュ ア リテ ィとい うとい う大 きな集団 で と らえ様 々

な デ ー タ(角 度)か ら差 異 や 類似 点 を み た が、 両 者 の間 に それ ほ ど大 きな

違 い は見 られ なか った 。

次 に聞 き取 り調 査 で あ るが、 記 述 は全 体 を大 き く3っ

[A]プ ロ フ ィール

[B]ラ イ フ ヒス ト リー

[C]見 解 、 認 識 、 そ の 他

に分 け 「ラ イ フ ヒ ス ト リー」 で年 代 を区 切 り、 フ ロ イ トな ど の理 論 を 引 用

し、 同 性 愛 嗜好 を形 成 す る後天 的 要 素 にっ いて フ ロ イ トの 理 論5つ を 検 証

した。
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また この ラ イ フ ヒス ト リー の 中 で 、 被 験 者 の 方 の 答 え が重 要 で あ るか微

妙 だ と思 わ れ る箇 所 は、 よ り正 確 に再 現 す るた め にQandA方 式 で 表 現

して い る。

仮 説 と検証 結 果 は以 下 の通 りで あ る。

〈フ ロイ トの仮 説>

1.生 後6年 間 の経 験 、 対 人 関 係 の あ り方 で そ の 素 質 の 相 対 的 強 さが 決 定

され、 い ず れ か の性 愛 に方 向付 け られ る。

2.エ デ ィプ ス期(2～6歳)に お け る母 親 との 関係(男 性 の み)

3.エ デ ィプ ス期 の両 親 と の三 者 関 係

4.エ デ ィプ ス期 以 降 の同 性 や 異 性 との仲 間関 係

5.思 春 期 か ら青 年 期 にお け る異 性 関 係(主 と して性 的 関係)

〈仮 説 の検 証>

1.当 て は ま る と は言 え な い。

2.当 て は ま らな い。

3.当 て は ま らな い。

4.当 て は ま る。

5.女 性 に当 て は ま る。

ラ イ フ ヒ ス ト リー で 明 らか に な った こ と は、 ホ モ セ ク シ ュ ア ル を形 成 す

るで あ ろ う後天 的要 素 を検 証 して み る と、 幼 児 期 に経 験 した要 因 が 最 も強

く影 響 して い る とい う こ とで あ る。

V結 論と課題
2通 りの調 査 を通 して 「ホ モ セ ク シ ュア ル」 の全 体 像 を 見 て きた が 、 最

終 的 に は 「ホ モ セ ク シュ ア ル と ヘ テ ロセ ク シ ュア ル に 大 きな 違 い はな い」

とい う結 論 に た ど り着 い た。 「性 的 嗜 好 」 以 外 に違 いが あ る とす れ ば 、 そ

れ は ホ モ セ ク シュ ア ル と ヘ テ ロ セ ク シ ュア ル の勝 手 な思 い こみ に よ って つ

く られ た イ メ ー ジと現 実 の ギ ャ ップ で あ る と思 わ れ る。 具 体 的 に は、 異 性
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愛 者 の偏 見 に満 ち た押 しつ け、 加 え て 同性 愛 者 自身 の悲 観 的 な思 い こみ に

よ って多 くの 同性 愛 者 は 自分 の性 的 嗜好 を隠 さ ざ る を得 ず 、 社 会 か ら孤 立

感 を感 じ、 「異 性 愛 者 は多 数 派 と言 うだ けで エ ゴイ ス トに な って い る」 な

ど異 性 愛 者 に対 して マ イ ナ ス イ メー ジば か りが先 行 して い き、 異 性 愛 者 も

マ ス ・メ デ ィア以 外 で 同性 愛 者 を 目に す る こ とが少 な く、 仮 に 自分 の そ ば

に 同性 愛 者 が い た と して も、 そ の 人 が カ ミン グア ウ トを して い な い限 り気

付 か な い こ とが多 く、 実 態 が っ か め な い。 よ ってマ ス ・メデ ィアの オ ーバ ー

な イ メ ー ジだ け が頭 の な か で 固 ま って しま い、 「同性 愛 者 は エ イ ズ の根 源

で あ る」 とい った根 拠 の な い観 念 が っ い て しま って い る とい うこ とで あ る。

しか し実 際 は両 セ ク シ ュア リテ ィ と も何 ら変 わ りは な く、 こ うい っ た思 い

こみ こ そが 間 違 い だ と思 わ れ る。

今 後 の課 題 と して 、 性 的 嗜好 を検 証 す る と きに は フ ロ イ トの理 論 を引 用

す る こ とが 多 いが 、 後 天 的要 因 は人 に よ って様 々で あ る ので 、 一 つ の理 論

に こだ わ らず に、 い くっ か の理 論 も合 わせ て み る こ とが 必 要 で あ る と私 は

思 う。 ま た聞 き取 り調 査 を行 う場 合 、 信 頼 性 を高 め る た め に ケ ー ス数 を 多

め に設 定 す る こ と、 質 問 紙 を っ くる際 に は偏 った質 問 内 容 に な らな い よ う

に し、 代 表 制 の保 証 を考 え る こ とが重 要 だ と思 わ れ る。

そ して な に よ り、 この よ うな ホ モ セ ク シ ュ ア ル な ど、 セ ク シ ュ ア リテ ィ

の研 究 を す る際 は、 も う1度 頭 の 中 を空 に して 、 自分 の 中 にあ る思 い こみ

を排 除 し、 正 しい セ ク シュ ア リテ ィの知 識 を 得 る こ とが 必 要 で あ る。 しか

しこれ は研 究 者 だ けで は な く、 全 て の人 が 考 え な けれ ば な らな い こ とで あ

る。 た とえ 自分 の 考 え や 経 験 と は違 う もの で あ って もそ れ を排 除 す るの で

はな く、 違 うか らこそ 分 か り合 お うとす る心 を 持 ち 、 自分 の 偏 見 や 思 い こ

み を な くす 努 力 を す る こ とで 、 よ りよ いホ モセ ク シュアル とヘ テ ロセ ク シュ

アル の 関係 が生 まれ るの で は な いだ ろ うか。

恋愛 行動 が性 的 嗜 好 と い う もの は個 人 の 自由 で あ り、 他 人 や社 会 に お さ

え っ け られ る もの で はな い はず で あ る。
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今はまだ難 しいことか も知れないが、いつの日か日本社会において も同

性愛に対する差別や偏見がなくなり、誰もが自由に恋愛を楽 しめる日が来

るのを願ってやまない。

(注)

"Cl
oset"Loveと は造 語 で あ り、 同 性 愛 者 の恋 愛 は"と じこ あ られ た"恋 愛 で

あ る、 とい う意 味 。

"モ ノガ ミー"と は単 一 の パ ー トナ ーだ け と付 き合 う(付 き合 い た い)人 の こ と

を い い、"ポ リガ ミー"と は複 数 の パ ー トナ ー と付 き合 う(付 き合 い た い)人 の こ

とを さ す。
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